
ＫＳＩ 株式会社KSインターナショナル 

「DART」 機能紹介 

KSIオリジナルアプリ 

～OCR・AI-OCRの精度向上と最適化を図り、入力処理業務の効率化を実現する～ 



(Ｃ) All Rights Reserved,Copyright 2020 ＫＳInternational 

Ｋ.Ｓ.Ｉ DART概要説明 

DART機能説明  
 

 イメージカット機能 

 マージ機能 

 認識結果訂正機能 

 結果置換機能 

 置換データの登録/修正機能 
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Prexifort –OCR で認識できない部分だけを切り出し、DX Suite に 

アップロードする。切り出すことで、認識速度も改善される。 

認識結果の訂正データを蓄積することにより、 

置換機能の精度をより向上させていく。 

「DART」とは、Prexifort-OCR と DX Suite の得意な部分を組み合わせて、認識精度、コストパフォーマンス 

両面の向上をはかる機能の集合体。※各機能の組み合わせにより、様々な仕様に対応が可能です。 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ 

機能  機能概要 イメージ 

 

 イメージカット 

 

・手書き文字など Prexifort-OCR で 
 認識率が望めない部分をイメージ 
 カットツールで切り出します。 

 CSV一覧化 

・DART で修正、補正することにより 
 CSVファイルを1つにまとめることが 
 可能になります。 

① 

 

 データマージ 

・DX Suite で認識したデータを 
 Prexifort-OCR のデータと 
 融合・統一させます。 

DART 概念図 
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DART ・・・株式会社 KSインターナショナル製の Prexifort-OCRのオプションツールです。 

DX Suite と連携させることにより低価格で認識率の向上を望むことが可能です。 

① ② 

③ ①②③ 

※DART 独自の補正画面を備え、CSVファイル出力前にイメージ画面を確認しながらのデータ修正が可能。 

※DART 独自の学習機能を持つ置換テーブルを備え、過去の補正データを蓄積し、置換修正が可能。 

DART 特性 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ DART 機能説明 モデルケース イメージ詳細 

イメージ 

切り出し 

修正画面 

結果マージ 

置換テーブル 修正結果 
以後、個別 

システムに連携 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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【処理フロー】 

①紙資料をスキャナーで読み取る。 

②Prexifort-OCRで認識を行う。 

③DARTにてDX Suiteに読み込みイメージをカット 

④DX Suiteにアップロードを行って認識する。 

⑤DARTでPrexifort-OCRとDX Suite の結果をマージする。 

⑥マージした結果をCSV形式で出力する。 

 ※誤読が多い箇所は、蓄積データから置換することが可能 

使用するツール 
・Prexifort-OCR  

 ※国内最大シェアを誇るOCR 

・AI-OCR 

 → DX Suite シェア6割以上のAI-OCR  

・DART  

 →弊社開発ソフト  

モデルケース フローイメージ図 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ DART イメージカット機能 
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Tiff形式 300dpi 
白黒でスキャン 

Prexifort-OCR で帳票を判別し 

読み取り箇所を認識する。 

位置情報を使って、 

DART がイメージ切り出し 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ 

DART が 

イメージ切り出し 

DARTイメージ切出し～DX Suite認識 

6 

DARTが 

それぞれを別画像で 
DX Suite へ アップロード 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ DARTによりPrexifort –OCRとDX Suiteの結果をマージ 
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印刷文字や、固定文字の場合は、 

Prexifort-OCRで認識！ 

 

手書き文字や、複数候補がある場合は 

 DX Suite で認識！ 

切り出し画像のアプロード 
認識データのダウンロード 

データのマージ 

CSVで出力 置換テーブルの作成作 

データ補正画面作成 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ DART 補正画面（通常版） 
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【 DART（通常版）の補正画面】 

DART では、修正画面を作成できるため、CSV ファイル出力前に イメージ画像を見な
がらの修正が可能。 
※通常、Prexifort-OCR のバッチ版を使用する場合は、修正画面が無く、データ補正はCSV出力後になる 

DARTなら データ補正用の 
修正画面を作成できる 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ DART 補正画面（ボリューム処理 版） 
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【 DART（ボリューム処理版）の補正画面】 

大量の帳票データにも対応する DART ボリューム処理 版の補正画面。 

DART 通常版 の補正画面と比較すると、エラーサーチ機能、 

ファイル内エラー数の表示があるため、更に補正を行いやすい。 

また、DX Suite の 認識フラグ を 色分けで表示するのでエラーの発見が容易になります。 

ボリューム処理 版なら、 
更に補正しやすい修正画面を作成できる 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ DART 置換テーブル 
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OCR処理後の修正結果に対して 

ログを集計。 

置換テーブルで置換を行う 

判定項目を登録する。 

登録後は、判定項目に対して 

置換処理が行われる。 

DARTなら 補正データを蓄積し 
置換テーブルを作成できる 【 DART の置換テーブル】 
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Ｋ.Ｓ.Ｉ AI-OCRの導入モデルのご紹介 
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【導入モデル例】e-recognitionシリーズ 

※WinActorは、NTTアドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。 
※DX Suiteは、日本国内におけるAI inside株式会社の登録商標です。 

※従来型OCR (Prexifort-OCR) と AI-OCR (DX Suite) のメリットを 、 
 当社オリジナルアプリ「DART」が組み合わせ、 
 RPA (WinActor) で基幹システムへの登録も自動化するパッケージプラン 

※紹介動画を配信中 
  イーレコシリーズ 
  イーレコBPO  で検索！ 
 

※料金等、詳細は 
「NTTデータ  
  DXマーケットプレイス」 
 (https://nttdata-mp.com/) 
でご確認ください！ 


